








西 村 直 f
0. 占代のインドア ー リヤ人にとって子供の誕牛は， 人間のであれ家畜のてあ
れ， 最大の関心事のご）であった。 家系の継続と家帝の繁栄とへの希求は，
ヴェ ー ダ祭式の中でも重要な位四を占める。 胎児(garbha-)がどのように発
生するのかという問題は， 死と再生とを巡る議論が深まり精密さか増してゆ
くに従 —_)て， 次第に重要なものとなってい —_)た。 個人の何らかの要素か肉休の
死後も存続し， 新たな肉休を得て「その人」が再びこの世に生まれるとすれば，
その個人の要素が新たな肉休を得るに楽る過程は胎児の発生過程と密接に結ひ
つくことになる。 本稿では， ヴェ ー ダ文献に見られる発生学に関して， 以下の
諸点に沿って考察する： 1. 両親と異なる第三者による妊娠への介人： 2. 父
胎児， rctas (粘液）の関係； 3. 父とatman-; 4. 発＇+学の展開と輪廻説．
1. 両親とは異なる第三者による妊娠への介入
1-1. RV X 162流産防止のためのAgni讃歌 1
詩人はAgniに対して， 胎児やf宮に古を為す悪しき存在を消し去るよう要
I I . brahmanainih san:,vidiinh I rak.yoha hiidhatiim itah I ,i1111v,1 yas te garhham I dun,1a111a 
yi111i111 a.i·hye II brahrnat) (実現力のこもった言瓜）と知識を 一つにして， Rah,a, を
打ち殺すAgniはここから排除せよ（押しのけよ）， 病として村の胎児に， 母胎に．
池しき名を持ってわだかまっている者［を上
2 . yas le ihrbham hm,va I durnttma yonim a.i·hye I ainir /(1111 bri1h111w,1a mha 111.,1 
kravyadam an)nafat I 召(/)胎児に（そして）母胎に． 病として， 悪しさ名を持っ
てわだかまっている者， Agniはbrithma9と共にその生肉を喰らう者を， 消し
去った。
3 . yas te himti patayantar(t I ni�atsnun:, yh!J SQrl,\'l:IJ(ll11 I }Zahn:, ybふ te jighZll(ISati tbm 1/0 
nasayamasi 1 召の［胎児］が飛んでいる時に打ち殺す者かあれば ， （了店に）芦
床する時，（子宮内を）追い回っている時［打ち殺す者があれば〕， 牛まれた時に














1-2. RV X 184，1良い懐妊を祈願する歌2
妊娠に際しては様々な神々が各場面で役割を果たすと考えられている:①




4. yasωuru viharaかIantara dampatl Saye 1 yoni1'[l yo antar aretjhi I tam iめnasayama-
si 1君の両太ももを分け広げる者，夫妻の聞に横たわる者があれば，母胎を，内
側で，甑め取る者があれば，その者を，ここから，我々は消し去る。
5. yas tva bhrata patir bhutva I jaro bhutva nipadyate 1 pr，可a1'[lyas te jigha1'[lsati I tam ito 
nasayamasi 1君を，兄弟，夫となって，情夫となって寝取る者があれば，君の子
孫を打ち殺そうとする者があれば，その者を，ここから，我々は消し去る。
6. yas tva svapnena tamasa I mohayitva nipadyate 1 praja1'[l yむ tejigha1'[lsati I tam ito 
nasayamasi 1君を，夢によって，暗闇によって，混乱に陥れて寝取る者があれば，
君の子孫を打ち殺そうとする者があれば，その者を，ここから，我々は消し去る。
2 vi押 uryoni1'[l kalpayatu I tvá~tã rup初ipi向α印 1 a siカcatuprajapatir I dhata garbha1'[l 
dadhaωte 1 Vi明uは子宮を設えよ。 Tva叫は諸々の形を彫刻せよ。 Pr句apatiは [retas
を]注ぎ込め (Cf.AVP V 37，5) 0 Dhatrは君の胎児を置き定めよ。
stanza 2では④に Sinivali，Sarasvati並びに Asvin双神が加わる。また stanza3では，
胎児の発生が祭火の鎖り出しになぞらえられている。





1-3. AVS 1 23，2.5"-'AVP 11114，2.5.多産を祈願する歌
当該詩節は，胎児が外部から子宮に入り込むことを示唆する 40 AVPV 37，8cd 
もこの見解を支持する 50













5. kr;，ゆmite prajapaηam a yonin:t garbhαetu te 1 vindasva tvan:t putran:t 同 riyas tubJ明 m
sam asac cham u tasmai tvan:t bhava. 1 Pr司apatiに属する[行為]を私は君に為す。
君の子宮へと胎児は来い。君は息子を得よ，女よ。[息子が]君に祝福であるこ
とになるならば，祝福と，他方，彼のために君はなれ。
5 garbhas tva daぬmasya}Jpra visatu I kumaran:t jaωn:t piprtam upasthe 1 i 1 0カ月を[子
宮の中で]過ごす胎児は君(母)に入り込め。男の子が生まれたら，君は膝の上で
(乳を与えて)彼を満たせJ(或いは「膝の上に彼を満たせJ)0 Cf. Alexander LUBOTSKY 









7 AB IV 14，1 san:tvatsare-san:tvatsare vai ret，α与sikt，αn:tjayate i一年が経つごとに，四tasは
注がれると[子供として]生じるJ;AB VI 36，4-7 retasa}J praja}J pr，可ayante i retas 






AVS 11 23，3"-'AVP 11 14，3 (多産を祈願する歌)では，父が息子を作ること
が明記されている 80 A VP 11 14，7では，結果を表す Accusative9によって詑tas
が子孫と同一視されているヘ ret掛からの繁殖が想起される(→ n.7)。
更に， AVS XI 4，20 (気息pra加ーの歌)が重要な視点を与えている九 dpada 
は，父が彼の息子に入り込むことを示している。息子と父との同一視に基づく，
8 puman;san; putran; janaya tan; puman anu jayatam 1 bhavasi putr，初an;mata jatanan; 







作る」を意味する， e.g. SB VI 6，2，16→ n.14. 
9 Cf. Toshifumi GOTO“Funktionen des Akkusativs und Rektionsarten des Verbums -anhand 
des A1tindoarischen一"(Indogermanische Syntax -Fragen und Perspektiven， Reichert 
Verlag， Wiesbaden， pp.21-42). 
10 yas te yon加 udi旬。yadロαbhoretasa saha 1 saωa si，元catuprajan; dirghayun; sata-
saradam. 1 I彼が君の子宮を，雄牛が問tasを伴つてのように，突き上げる時，彼
は君に子孫[となる retasJ を注ぎ込め， 100の秋からなる(:100年生きる)長い寿
命を持つ[子孫]をJ。
11 antar garbhas carati devatasuv I abhuto bhuta}J sa u jayate puna}J 1 sa bhuめ bhaηαn;





*Cf. TS 1 5，3，1-4P: indro vrtrain hatva devatabhis cendriyeりaca vy ardhyata…indrasya 




brãhmaJ)a の研究~ (東北大学出版会， 2003)， pp.154妊.
**この箇所における a-bhuの解釈，及び bhuとの区別については， cf. Junko 
SAKAMOTO-GOTO "Das Jenseits und i~tã-purtá- ‘Wirkung des Geopferten-und-











れる。祭主が潔斎 (Diksa) の時に胎児となることは各 Veda文献によって知ら




SB及び GBにおいて， retasは羊膜 (ulba_14) や胎盤/級毛膜 (jarayu_14)， 
lndogermanistik， 2000) (sam-bhuについては cf.本稿 n.49)及び後藤敏文「サッティ
ヤsaかか(古インドアーリヤ語「実在J) とウースィア o'uσiα(古ギリシャ語「実
体J) ーインドの辿った道と辿らなかった道と-J (1古典学の再構築」ニューズレ
ター第9号， 2001， pp.28-40). AV当該箇所における「生じたもの (bhuta・)J， 1生
ずべきもの (bhavya同)J ，そして「将来生ずることになるもの (bhavi~yánt-)Jは，
これらをそれぞれ地，空，天に配当する，以下の KSLI 6 (Vll，6): 187，5-6m 
[AsvamedhaJと共通の観念を背景としていた可能性も考えられる prthivyai namo. 
'gnaye namo.控並y!:.namas. cák~u~e namo. 'ntárik~ãya namo. vayave námo. 些生温~
namas. srotraya namo. dive namas. s品ryayanamo.を主空豆立atenamo. manase namo. 
↑idambhuは1[人が]この[地上]を支配・管轄する」を謂う構文。 Cf.Karl HOFFMANN 
"Ved. idan:t bhu" (Aufsatze zur lndoiranistik I， 1976)， pp.557ff.， GOTO“Reisekarren und 
das W ohnen in der Hutte:ぬlamas im Satapatha-Brahmru;ta" (Indologica. T. Ya. 
Elizarenkova Memorial Volume， Book 1， Moscow. p.115 -125，2008) [日本語版: 1荷車
と小屋住まい:SB泊lamasJ~印度学仏教学研究~ 55-2: 809-805，2007J.→ n.48 
12 辻直四郎『ヴェーダ学論集~ (1981)， pp.153ff.参照。





















SB VI 6，2，15-16 [Agnicayana， DIk~ãJ は母子が外側から内側に向かつて，胴体一子宮










15 GB I 6，15 [AhinaJ triv[d vai retaYJ siktan:z san:zbhavaty alJqam ulban:zjar匂u. r retasは，注
がれると三重のものとなるのだ:卵(胎児?)，羊膜，胎盤/紙毛膜であるj。
SB VII 1，1，17.19.20 [Agnicayana， Garhapatya祭火壇J athainam atas cinoti. 1 idam 
6吋itadretaYJ siktan:z吋kαroti.tasmad yonau reta与siktan:tt枕riyate.1…19. tan:z va etam 1 
atra pak~apuchávantQ1?z vikαroti. yadfg vai yonau reto viわかatetad抱jayαte.t，均白dyad etのam7η 1 
dωtra α pαk匂手卯α~puch白Vα仰ntωαm vi此kαr巾otit必aωS幻made何手刊o'n問7
pαk匂平抑α:puchaωlνノαnt，的amηz evν白 S均d加nt，ωam 1 na pαk匂干刊α~pucháρVαnt，ωαmiれ!江vα pαω』りyαnti. tasmad yonαu 
gβrbhan:z na yatharupan:z pasyanty athαinam amIttra pak~apucchβνantan:z pωyanti. tasm々j
















に[人々は]見るJ0 retasと新生児の姿については， JB 1 17 [AgnihotraJ参照(→ 3.)。
胎児の大きさと子宮の大きさとの関係については， SB VI 5，2，8 [Agnicayana， Ukha 
鉢製造]に言及がある。
16 例えば:KS VII 5:67，7 -12P ('"'-'KapS V 3-4: 63，18-23P)[Agnyup出血如aJagnir murdlh-
(VI 9: 58，20 -21 m P.) eti. reωevaitaya prasiカcati.ubha vam indragni (VI 9: 59，1 -2m P.) 
it. pra1Japanau va indragn"i. pra早apanaevaitaya dadhaη. ayam iha prathamo dhaYi-(VI 9: 
59，3 -4m P.) "iti. garbham evaitaya dadhaη. asya pratnam anu dyutam (VI 9: 58，18 -19m 
P.) iη. udha evaitaya karoり/.ayalll te yonir rtviya (VI 9: 59，5 -6m P.) it. janayati caivaitaya 
vardhayati ωk炉taha va asya praja jayate ya eva1?l vidvan agnim upati~thate [" (Agni は
頭頂だ…)と[祭主は唱える]。他ならぬ mtasをこの[讃歌，リチ rcJ によって注
ぎ始めることになる。(君たち両人を， IndraとAgniよ， [ここに呼ぶために
(劫uvad付αi)J >と[唱える]。吸気と呼気とは IndraとAgniなのだ。他ならぬ吸







15.6: 74.3-7P '"'-' TS 1 5.7P• 
JB I 18 [GavamayanaJ虫 色 政etada息吹~yad gayatram. I tato 'nyany ahg伽 i




に手足たちが控え侍っているJo (Cf. Akiko MURAKAWA， Das Gavamayana-Kapitel im 
Jaiminiya-Brahmal).a [Diss. 2007J， p.149.) ただし JB1 17 [AgnihotraJでは， pral).aた
ち (pI.)が最初に子宮に入り込むとされている，→ 3.。複数形で表される pra加「気
息たち」は，呼吸機能以下，視覚や聴覚等の生体諸機能全体を，省略の複数形で表
したものである。 retasがpral).aよりも後に入ることを示唆する例として， cf. 








Soma祭を挙行する祭主は潔斎 (Diksa) に服さねばならない。各 Veda学派
の brahmaI).aには，潔斎中の祭主を胎児と見立てる観念が頻出する。 Yajurveda
学派では更に，祭主が用いる衣などを母胎の構造と結びつける観念が見られるヘ
また， MS 1116，1: 60，11-12P [Agni~toma， Dïk~ãJ では潔斎中の祭主が retas と同
一視されている20 (大島 Diss.pp.48ff.→ n.19)。
一方，胎児が retasを具えているという観念も見られる (AB1 3→ 2-1. )。
17 MS II 11，6: 149，5m[Sautramal.1IJ "'KS XXXVIII 1 m"'TB I 6ふ2m"，VS XIX 76: reto 
mutram vijahati I yoni1fl pravisad indriyam I garbho jarayuぬvrta*IおIba1fljahati janma-
na 1 r精液は尿を捨て去る，感官の力 (indriya-)として母胎に入り込む時。胎児
は胎盤/繊毛膜によって覆われている。誕生に際して羊膜を捨てるJoCf. MS 16，12: 
106，9P [AgnyadheyaJ (Agniの密通)，→n.47. 





ダから仏教へJ(→ n.33)注43参照。 prar).a(たち)の妊娠への関与は， JB 1 18 (→ 
3. )に語られる「報告者Jや BrhArUpにおいて Y司jnavalkyaが説く Atmanと共に
移動する気息たちの観念(→ 4-1.)を導くものと考えられる。更に， cf. Vãrãhaparisi~!a 
Bhiitotpatti→ n.44. 
19 • dik~itá- [yajamana-J Dïk~ã に入った祭主: garbhα幽 胎児 (embryo); 
• dik~itávimita- Dik詞の小屋 yoni- 子宮 (uterus); 
• mekhala- 聖紐: nabhi・ 瞬帯 (umbilicalcord) ; 
• diksitavasas- 麻製の衣: 白lba・ 羊膜 (amnion); 
• kr，干η傾向田 黒持羊の皮 jarayu-胎盤/繊毛膜(chorion/placenta)。
E.g. MS II 6，7:68，7-2p[Agni斜oma，Dik詞J;TS VI 1，3，2 -3P [Agni~!oma， Dïk~ã]， cf.大
島智靖『ヴェーダ祭式におけるアグニシュトーマ祭の潔斎思想ーヤジュルヴェー
ダ・サンヒターのブラーフマナを中心に一~ (Diss.， 2007) pp.132ff.胎児になった祭
主は， Soma購入儀礼 (Cf.MS II 6，7:68，16-18p[D孜副;SB II 2，1，16 [D孜副)，ま










水は祭式の問tasであり，祭式は祭主の父である (SB 111 2，1，1→1 -3. )。この




* Encyclopedia Britannica， Pregnancy [http://www.britannica.com/EBchecked/topic/ 
474704/ pregnancy J (一部にサンスクリット語を加えた。)
20 pascat pray仰 a1ftkuηat prajakamasya. pascad vai reto dhiyate. reto dik'iiめ.reω 'smin 
dadhaり1・uttaratalJ，praya早a1ftkuryad ya1ft kamayeta mαnU'iya1oka rdhnu田 [13]yad ity. e'ia vai 
manuゎla早a1ftdi早・ manu'iya10kaeva rdhnoり1.uttaratalJ， pura-[14] stat praya加 1ftkuryad ya1ft 
kamayetobhayor 10kayor rdhnuyad iη. ubhayor va eta1 10・[15]kayor. ubhayor eva 10kayor 
rdhnoti 1子孫を欲する者には(祭式小屋の)西側に入り口を作るべきである。後






ならぬ両方の世界において繁栄することになるJo SB VII 1，1，16 [Agnicayana， G祭火




*Cf. TB II 2ふ8P (西村『放牧と敷き草刈り~ pp.230-231及び、n.768→ n.11)。



































に関する詳細は井狩捕介「輪廻と業J(~岩波講座 東洋思想 インド思想 2~ 1988， 
pp.275ff.) ，阪本(後藤)純子 ri~tãpurtá- ~祭式と布施の効力』と来世J C今西順吉
教授還暦記念論集『インド思想と仏教文化~ 1996， pp.882-862)及び“DasJenseits 
und i~tã-purtá-"参照。
21 MS II 6，8: 70，3 -lQPの概要は:神々のもとにいる DaksinaC女性名調)に対して，
Asuraたちのもとにいる YajnaC男性名詞)が欲望を持ち，交合する。これにより
生まれる者が地上を支配することを知った lndraは，彼女に入り込み (pra-viS)，胎



















22 SB II 2，126 . sa indra eva garbho bhutvaitan mithunaY(l praviveSa. iその際，他ならぬ
Indraはg紅 bha(胎児)となって，この動こ侵入した」。
23 SBの別の章では，問tasは胎児の身体に作りかえられるとある (VII1，1，17.19.20→ 





24 patir jayam praviSati garbho bhutva sa mataram 1 tasyam punar navo bhutva dasame masi 
jayate 1夫は妻に入り込む， (つまり)胎児となってから，彼は母に。|彼女の中に
再び新しい者として生じてから， [夫は]10カ月の後に生まれる。
25 AB VII 13，6a-c抑制putrel!apitaro 'tyayan bahulaY(l tamalj 1 atma hi j.φa atmanalj…1 
「順次，息子たちを通じて父たちは分厚い閣を超えて行った。自分自身が自分自身
から生まれたのだから…J;10 t，可jayajaya bhavati yad asyaY(l jayate pun劫 1abhutir 
e~ãbhütir bijam eωn nidhiyate iこの女の中に再び生じること，そのことによって妻
(jaya-)は産む者初沖ー)となる。これが[胎児の]発生である。発生は種子と
して，この時，中に置き定められるJ;12 naputrasya loko 'stiti tat sarve pasavo vidu与l
tasmat tu putro mataraY(l svasaraY(l cadhirohati 1 iW息子を持たない者には[死後の]
世界はない』と，そのことによって，すべての動物たちは知っている。それ故，他
方，息子は母に，そして姉妹に乗る(交合する)J; 13 e~a pant，焔 urugayaljsusevo yam 




26 AB VII 13，7 kiY(l nu malaY(l kim ajinaY(l kim u smasr初ikiY(l tapalj 1 putram brahm仰














27 RVにおけるPuru明と Vir員j(X 90，5 [Puru号a-suktaJ:Puru明→ Vir可→Puru号a)，Aditi 
と Dak~a/Adityaたちは 72，4[Aditi， Adityaたち， MartaI).claJ: Aditi → Dak~a → Aditi 
→Adityaたち)の聞にも，同様の関係が成り立っていたかもしれない。
28 E.g. SB I 3，1，2-4 [Agniho回 J;SB I 3，412 [Agnyupasthana， Indraは太陽]。太陽と祭
火との関係については以下をも参照せよ:MS I 8，2:121，12-16P"-'KS VI 3:51，9-
1P"-'KapS IV 2:44，13-45'p[AgnihotraJ: AgniとSuryaとが，一つの赤銅の子宮の
中にいた。 Surya(= Aditya， inMS)がそこから走り上った時に落ちた詑tasを， Agni 
はその子宮によって受け止めた。 Cf. Wilhelm RAu， Metalle und Metallgerate im 
vedischen Indien (Mainz-Wiesbaden 1974) ， pp.19f.; AMANO， Maitrayat).i Sari1hita I-II， pp. 
283f. (→ n.22).この説話は， RV VII 33における VarunaとUrva釘とを両親とする
Vasi早thaの誕生を想起させる。更に MSI 8，5: 121，4-10Pでは，晩，祭火に retasを
注ぐと翌朝には太陽が生まれる，とある。 Agnihotraや Pravargyaの文脈では，供
物の牛乳を retasと同一視する観念が散見する。次節 3.参照。
29 TB I 2，1，20皿 [AgnyadhanaJ= I 5，8， 7m [Agraya加]=III 7，7，lOm[Agni早!omaJaha1fl tvad 





JB I 47 [Agnihotra，葬送儀礼]"-'TA VI 1，4，24[Pi中国dhaJ，-， SaIikhSrSu IV 14，36 [葬送
{義礼]αya1flvai tvad asmad asi tvam etad. aya1fl te yonir asya yonお tvam1 pita putraya 
lokakJj jaωvedo naya hy ena1fl sukrta1fl yatra lok，α与1asmad vαi tvam ajayatha向。 tvaj
jayata1fl svaha. iこの者(死んだ祭主)は君 (Agni)故に[存在していた]のだ。
この者故に君は存在している，このように。この者は君の子宮だ。この者の子宮が
君だ。 1 父は息子のために世界を作る者である， Jatavedasよ。当の者を君はまさし
く運ぶがよい (subj.)，善業たちから成る世界があるところ[へと101 この者か
ら君は生まれたのだ。この者は君から生まれよ。 svahaoJ平行箇所は， H.W.BoDEWITZ， 
Jaiminiya Brahma1).a I 1-65 (Leiden 1973)， pp.124ff.参照。












retasとの同一視を背景としている。父と retasとの同一視は， TS V 6，8，4-5p31 
及びλpastamba
3.父と afman・
JB 1 17 -18 [AgnihotraJ 33では，祭主の 2つの母胎(子宮)， 2つの atman-，2 
研究~ 6，1989，pp.155-164)参照。
31 [Agnicayana， Retal).sic煉瓦 (V5，4の補遺)J tr向ivava retainsi. pita putr.幼 pautrafJ.141 
yad dve retafJsicav upadadhyad reω'sya vichindyat. tisra upadadhati. retasafJ sar(l仰のほi:
i retasたちは 3つなのだ。父息子，孫である。[祭官が]二つの Retabsic( i retas 
注ぎJ)煉瓦を添え置くとしたら，当人(祭主)の retasは切断されることになろう。
3つの[煉瓦]を添え置く。 retasの継続の為にである」。
32 均to'hain retobhrt tvam: i私(新郎)は retasだ，君(新婦)は retasを保持する者
だJ0 ，._， ApGrSu I 4，17 [Vivaha， SaptapadiJ; cf. ManGrSu 1 10，15 [VivahakarmaI).iJ: reω 
'ham asmi reto dhattam i私は retasだ。君たち 2人は ret前を置き定めろJ.
33 Text と翻訳は稿末を参照。内容については後藤敏文 í~業』と『輪廻』ーヴェーダ

















み終えよ， Ipv.) 0 1 












されていた Atman) を持つ者， 2つの遺産 (dvidaya-:この世における息子への
遺産と，死後の世界における祖霊たちへの遺産)を持つ者である。このことを知





* SB XI 2，2，6には太陽の背後に祭主の「献供 (ahuti-)Jがいて同様の言葉を祭主に
投げかけることが述べられている:atha yam etam ahuti1fl juhoti 1 e~á ha va + asyahutir 
amú~mi1fl loka atma bhavati. sa yadaiva1flvid asmal lokat praiの1athainam e~ahutir etasya 
Pロ抑止 saの1ahva:仰の1.ehy. aha1fl vaiωihatmasmIli rその時，もしこの献供を献供する
者があれば，この献供は，つまり，かの世界において当人の Atmanとなるのだ。
その際，このように知っている者がこの世界から去る時，すると，当人に，この献
供はこの[太陽 (cf.XI 2ふ5)]の背中にありつつ，呼びかける， w君は来い，私は
君の Atmanとしてここにいるのだ』と」。対応する SB-Kat).vaII 2，6，2-3ではこの「献




後に想定される。 SBKII 2，6，2 -3における「献供から成る，善業から成る AtmanJ





















と36J) と，対応する自動調である sam-bhu (→ n.49) とを用いる例がある一方，
ABにはpra-jan (causative) によって Atmanを構成してゆく過程を胎児発生に
なぞらえる議論もある:AB 1 22，14 -15 [Pravargya]; V 15，1 -14 [Dvadasaha] ; 






34 更に， retasと供物の牛乳との同一視がその背景にある， e.g. KS VI 7: 56，19ー20P
[AgnihotraJ reto va etad yad agnihotram; SB VII 2，1，6 [Agnicayana， the altar of NiqtiJ : 
tathaivaitad yajamanalJ， I atmanam ukhaya1fl yonau reto bhu的thsincati Iまさしく同様に，
このことによって，祭主は Ukha鉢という母胎に retasとなった Atman(牛乳)を注
ぐことになる」。
35 伏見前掲論文参照。更に MS1 1，3:163，13-16m等の Vajapeyaのmantraの背景にも
同様の観念があったものと思われる。
36 Cf. AB VI 27 yad eva silpani3Tn atmasa1flskrtir vava silpani. chandomaya1fl va etair 


















4-1. BrhArUp (Madhyandina)ト IV4，3 = SB XIV 7，2，3 (""'BrhArUp-K IV 4，2) 38 
YajnavalkyaはVideha国王の Janakaに問われ，臨終時と再生時に出入りする
37 MS 1 8，6: 123，18pf. [AgnihotraJ， cf.後藤敏文 IY可伽va肱yaのアートマンの形容語と
Buddhaの四苦J(W印仏研~ 44-2 [1996J) p.883とそれを詳述した“Yaj負avalkya's
characterization of the Atman and the Four Kinds of Suffering in early Buddhism" 
(Electronic Journal of Vedic Studies 12-2， July 2005， pp.71-85)， Sakamoto-Goto“Das 
J enseits und i号ta-purta-"(→ n.11)， AMANO， Maitrayal).I S創世lItaI-II， pp.305f. (→ n.22) . 
38 当該箇所を巡っては，後藤敏文 IY可色avalkyaのアートマンの形容語と Buddhaの四
苦J，“Y員jnavalkya's characterization of the Atman and the Four Kinds of Suffering in early 
Buddhism" (→ n.37) ，並びに IW業』と『輪廻~J (→ n.33) において検討されてい
る。伽yaha etasya I hfdayasyagram pradyotate. tena pradyotenai拘atmaní~krãmati . tam 
utkramantam praηo 'nutkramati. praηam anutkramantam sarve praηa anutkramanti. sa1'[l-
jnanam evanvavakramati. sa e抑jおá~ savijnano bhavati. tam vidyakarmaり1samanvarabhete 
purvaprajぬca. I (臨終時】その際，つまり，この人の心臓の先端が閃く。その閃き
























WINDISCHがBuddha'sGeburt und die Lehre von der Seelenwanderung (1908) に
おいて明らかにしたとおり，古代インドで胎児発生の条件として挙げられるの
は，以下の 3要素が揃うことであった，即ち①男女の交合，②女性が妊娠可









空間(天界)から「降りてJくる。 RVX 162 (→ 1 -1. )に見たpatayant-は，
OLDENBERGがNotenにおいて指摘したとおり 41PaliのGandharvaの概念が RVに
*生体諸機能が再生場所として同意した対象，或いは父の retasと母の血液とが合流
する場所か(→4-2.，C紅aka-Sa血hitã 及び後藤敏文 I~業』と『輪廻~J)o Cf. RV X 
19，4 (牛たちの歌)yan niyana1fl niyayana1fl I salf:jnana1fl yat paraya加 m I avarta仰 m















41 写gveda.Textkritische und exegetische Noten (Siebentes bis zehntes Buch， Berlin 1912)， p.
361. RV-Khila IV 13，1には胎児に「飛んで戻ってこいJと呼びかける一節がある:
néjame~a para pαωIsおIputra}Jpunar a paωI IN吋ame~a よ，君は飛び去れ。良い息子
は飛んで戻ってこいJ(Isidor SCHEFfELOWITZ， Die Apokryphen des写gveda[Hildesheim 
1966]， p.130)o Nejame~a/Negame切については Asko P ARPOLA， Deciphering the Indus 
script (Cambridge 1994)， pp.238f.参照。ご教示を賜った Parpola教授に謝意を表する。
42 Majjhima-Nikaya I 156 -157 (Assalayanasutta): janama mayam， bho， yatha gabbhassa 
avakkanti hoti. idha matapitaro va sanni1フαtitahonti， mata ca utuni hoti， gandhabbo va 





Divya-Avadana 1: 1，9ー 16:asti cai抑 lokapravadoyad ayacanaheto}J putra jayante 
duhitaras ceti I ω ccα naαωiv，悶αm Iy，戸αdφyevaα m αゆbh加αV凶i与りyαadek初aik初αSη'ya putraαωS αωh附α
tωαdyαt的hari可U免伽aωscαkraαvαrげti的nα}JI ap戸it.仰utraya初ηan;st，幼ha加na加nan;♂1S却an;m問 ukhibhava白tpu附ltr，泊ajayαnte 
duhitaras ca I katame~ãn; tray句amI matapitarau raktau bhavata}J san;nipatitau， mata 
kaかabhavati rtumati gandharvapratyupasthita bhavaη" e~ãn; traya1Jan; sthananan; 









のであろう。 IndraがVacの母胎に入る時に「胎児になった」ことが想起される， cf. 
n.22及び、23.
43 Caraka-Sar世lItaIV 3，3 [ Sanrasthana， khuclclika garbhavakrantil).]: pu~伺lãnupa加ωre卸WJ
striyas cãpradu~rayonisoりitagarbhã同yãyã yada bhavati san;sarga}J r;tukale yada canayos 
tathayukte san;sarge sukrasoηitasan;sargam antargarbhasayagatan; fivo 'vakramati 































児が[そこ]へと転現するJ。同 IV4，5 [Sarlrasthana， mahati: garbhavakrantil).]: 
sukrasofJitajivasa1flyoge tu khalu kuku~igate garbhasa1flj泊 bhavati. 1 ["また，精液と
血液と生命体との結合が，確かに，腹部に至ると，胎児という名称が生じる」。
44 Vedaの補遺文献では， Vãrãhaparisi~ta Bhutotpattiに，asu- (→ n.18) と妊娠可能期
の女性の血液，男性の retasが結合して胎児が生じると伝えられている t1;tiyasv-
af飢 la-rudhira-puru卵白lkrasa1flnipategarbhasa1flj伽 kosa1flbhavati ["第三者の asuと妊
娠可能期にある女性の血液と男性の retasとが結合すると，胎児と呼ばれる者が発
生するJ0 Cf. Pierre ROLLAND，“Un Fragment medical ((vedique)): Le premier KhaJ.).Qa du 

















資料 MS 111 6，8: 70，3 -10P [Agni~toma， Dïk~ãJ 
[70，3] dak!fiりavai deve!fv aszd y可no'sure抑・ ta1}dak!fi序説tyajno 'bhyaka-[4] mayata. tam 
abhipaηavαr加ta.tain samabhavat. sa indro 'ved. yo va asmみ [5]d yonelJ sa1}bhavi!fyati sa ida1} 
bhavi!fyatIti. tam indralJ pravisat. tata indralJ [6] samabhavat. tata indro 'jayαω sa jayamano 
va yoner anyo [7] mat sa1}bhavi!fyati madtk 
sahopav何tayannajayαω.yか[8]n nyave!ftayat tasman nive!ftita. yan nive!ftyamana syavabhavat 
tasmat k1;-[9]抑 endra1}ca va e!fa prepsati dak!fi1Ja1} cendrasya ca khalu va etad yoni-[10] m 
alabdha dak!fi唄yascatmanam. atho sayonim eva y可namalabhate. IDak号iI)a(1報酬J，女性
名調)は神々のもとにあったのだ， Y吋負a(1祭式J，男性名調)は Asuraたちのもとに450
taya sa1}bhavi!fYαtiti. αsmad yo 'ved. 






新しい方法を Manuに教える。 Cf.MS 1 6，13""-'KS VIII 4""-'KapS VI 9""-'TB 1 1，4， KRICK， 
Das Ritual der Feuergrundung (1979， Wien) ， pp.367ff. 
Cf.OERTEL“Euphemismen in der vedischen Prosa" p.19 (Sitzungsberichte der Bayerischen 
Akademie der Wissenschaften， Philosophisch-historische Abteilung， Jahrgang 1942， Heft 
8) [Kl.Schr. p;1519.J. sa1}-bhuは Instr.と合体する，結合する」の意で用いられる，
cf. PW s.V. (V 329): AV XIV 2，32: deva agre nyapadyante p仰功 samaspr;san抑制vas

















彼女 (DakSiua) にIndraは入り込んだ。そこから Indraは発生した49。そこから Indraは
生まれた50。彼 (Indra)は生まれつつある時に知った: iこの母胎から私以外のものが
生じることになるとしたら，私のような(私のような見かけを持った，私に匹敵する)





よって捕まえたことになる (Aor.)のだ，そして Dak早il).aに属する胴体 (atm仰開「本体j
に二次的に付加された可能性がある (HOFFMANN)。
47 神々に属する Dak~il).ã と Asura たちに属する Y勾加との結婚は，異部族婚或いは敵




恐れたのだと考えられる。 V削早aの妻と密通した Agniの説話が想起される。 Agni
はVarunaを恐れ，妻の子宮から自分の retasと全ての感官の力 (cf.n.17の箇所)を
ねじり取る。 MS1 6，12: 106，7 -lP[Agnyadheya]，後藤敏文「アグニの密通J(上村
勝彦・宮元啓一編『インドの夢インドの愛~， 1994， pp.48f.) ， AMANO Maitrayal).I Sari由ita
I-II， pp.259f. 
48 idam bhu構文については n.11参照。祭式と報酬との結合によって生まれるものが
世界を支配するという観念は，当時の神学議論において i符apurtaが占めていた位置
の重要さを示唆している。生まれる予定のものが支配権を持つだろうと考えること
については， cf. Martal).cla， MS 1 6，12 : 104，1 OP百."""KSXI 6: 151，3pf. [AgnyadheyaJ. 
49 後のjanに対して，ここでは saY[l-bhUが使われている。受胎して胎児として発生し
たことを謂うものか。自動詞 sam-bhuは「しかるべき位置に構成要素が配置され
て，もの・個物が『生じ成ること~Jを表す， cf. GOTO ..Zur Lehre Sa叫ilyas-Zwischen 
Brahmal).a und Upani~ad -" p.78 n.28 (Langue， style et structure dans le monde indien. 
Centenaire de Louis Renou. Actes de Colloque international， Paris， 25 -27 janvier 1996， 
Paris 1996 [1997J) (日本語版: i S句clilyaの教説再考Jp.856及び、p.848n.24， W今












JB 117ー 18[AgnihotraJ 




sa ya manu!iyayonir ma問。αlokα例 safJ.I tat striyai pr，可αnanam.Iαω 'dhi pr，ゆ りr可'ayante.I 
tαsmad u kaly，初l1fljayam iccheta kaly初ema atma sa1flnbhavad it. I tasmad u jaya1fl jugupsen 
nen mama yonau mamαloke 'nyas sa1flbhavad it. I tasya vai sa1flbhavi!iyatafJ p泊料 agre
pravisanか atha re加ssicyate. I sa iman p泊料n akasan + abhinirvartate. I tasmad u 










αthai!ia devayonir devaloko yad ahavanlyafJ. I eゆ havai devayonir devalokafJ. I tasmad yo 
garhapatye juhuyad akrta1fl karoUty evαina1fl manyeran. I sayaj juhoti yas sadhu karoty eωsyam 
evainad devayonav atn伽 a1flsincati. I so'syatn伽 1叫minnadiかesa1flbhavati. I sα haiva1fl vid吻 1
dvyatt焔 dviyonifJ.I ekatma haivaikayonir etad avidvan. I sayasmal lokad e凶 1flvitpraiti一 1171
52 主語saが指示するものは明確に述べられない。 atman幽(父である祭主)或いはむu・
(父とは異なる何者かの「生命J)などが推測される。中性名調 retas・の可能性は排
除される。 BODEWITZ p.53では pr旬aがあてられているが，数 (sg./pl.)の問題が残
り，後続のp泊料n (acc. p1.)との関係も明らかにほされていない。
53 胎児の中にある目や耳などの「開口部J，通常は kha・の語で、示される， cf. Ryutaro 











-tasya pra加 }Jprathamαutkramati.いαheyattadevebhya ac何taかadasya sadhu kr;tam 






tasyαhαitasyartavo dvarap劫.1 tebhyo hαitena prabruvita. 1 
sa十upajaya+ upajayamano dvadasena trayodasopomasa}J. 1 
sam tad vide. prati tad vide 'han:t. tan:t ma r;tavo 'mr;tam anayadhvam. 






ωn:thaηαヴayante.1 sa，印 tamagacchati tapanωm.1ωn:t hagaωn:t pr;cchati kas tvam asi iti. 1 sα 
yo ha namna va gotreYJa va prabruteωn:t haha yω te 'yan:t mayy atmabhud eifa te sa}J iti. 1 tasmin 
hatman pratilヮrattar仰vassan:tpαかayyapadgr;hiωm apaka吋anti. 1 tasya hahoratre lokam 
彼を，即ち， [季節たちは]進ませる。彼は，即ち， この，熱を発しているapnuta}J. 
「君は誰であるか」と。[太陽]にやってくる。彼が来ると，即ち， [太陽は]尋ねる:
その際， [彼が]或いは名前によって，或いは族名によって答えるならば，彼に[太陽












tasma u haitena prabruvita ko 'ham asmi suvas55 tvam. 1 sa tvafl'Z svargyafl'Z svar agam iti. 1 ko ha 
vaz・prajapat[lJ，.1 atha haivafl'Zvid eva suvargalJ， 5. 1 sa hi suvar5 gacchati. 1彼(太陽)に，また
即ち，次のように答えるべきである: ["私は誰(初IJ，)だ。君は太陽光55だ。そのような
者として[私は]天界に属する君に，太陽光に，赴いた」と。 kalJ， は，即ち， Pr可apati(生
き物達の主，造物主)なのだ。すると，つまり，他ならぬこのように知っている者が天
界である。彼は太陽光へ赴くから。 1
的fl'Zhahayasかamasi so 'hamωmi. 1 yo 'ham asmi sα tvam asy. ehiti. 1 sa eωm eva sukrt，αrasam 
apyeti. 1 tasya putra dayam upayanti piωras sadhukrの伽.1抑 制 vafl'Zvid伽 dηatmadvidayalJ，.1 







RV: )3.gveda; AVS: Atharvaveda (Saunaka); A VP: Athぽ vaveda(p泊ppalada); MS: 
Maitraya早iSari1hita; KS: Kathaka・Sa血hita;KapS: Kapi~thalルKatha-Sar世世tã; TS: Tai凶riya-
Sari1hita; AB: Aitareya-Brahmal).a; TB: Taittiriya-Brahmal).a; SB: Satapatha-Brahma加
(Madhiyandina); SBK: Satapatha-Brahmal).a (Kal).va); JB: Jaiminiya-Brahma加 ; GB: 
Gopatha・Brahmal).a;BrhArUp: Brhad-Aral).yaka-Upani~ad. 
(平成21年度科学研究費補助金，若手研究 (B)，21720016) 




Vedic embryology and the theory of transmigration Csafnsara) 
Naoko NISHIMURA 
The birth of a child， whether to human beings or to cattle， was an event of the greatest 
importance to the ancient 1ndo-Aryans (Aryas). The continui旬offamily and the propagation of 
cattle occupied an important position in Vedic ritual. Discussion of how an embryo (garbha-) 
was generated became more and more important and more and more detailed along with a 
deepening consideration of death and rebirth (punar + jan). 1n this paper some aspects of Vedic 
embryology will be examined based chiefly on早gvedaX 162‘Hymn to Agni for the prevention 
of miscarriage'， Atharvaveda X1 4，20 'Extolling the breath (praりか)" some sections of 
brahm切 asof the Yajurvedas， which contain the discussion on the sacrificer' s playing the role of 
an embryo during the Soma sacrifice， and Jaiminiya-BrahmaI).a 1 17 -18 where the sacrificer's 
two wombs， two Atmans， and two worlds to which he will attain (after his death) are discussed. 
This paper considers the following issues related to Vedic embryology: 
1. The possibility that some principal existence different from both the father and the 
mother intervenes in pregnancy. 
2. The relationship of a father， an embryo， and retas- (semen). 
3. The relationship between a father and atman-/Atman. 
4. The developmen.t of embryology into the theory of transmigration. 
On the basis of these considerations there seem to be two kinds of interpretation of an 
embryo' s entering from the outside into a womb in the Vedas: (1) the notion of the identification 
of白eembryo with retas， and (2) that of distinction between them. The former seems to show that 
the retas continuity is to maintain the family continuity;白ismight lead the notion that a son is 
reg紅 dedas a copy of his father. The later， on the other hand， seems to function as the basis for 
the discussion of an individual continuity， that is to say transmigration. 
Both the notions rnight exist in the same era and seem to be adapted to suit the occasion. 
However， considering that the notion of the distinction of ret，αs from the embryo is found 
obviously in the texts， especially in those of a later era， we might infer that whereas the family 
continuity was more important than that of individual in earlier times， individual continuity 
became more important later. This suggests that the object of Aryas interest changed from family 
continuity and prosperity to that of individual. 
That reminds us of the process of i~(ãpürtá' s change. i~(ãpürtá is叩 effectof the offered and 
the given: whereas the earlier texts such as the RV or the AV describe that a dead sacrificer 
shares his i~(ãpürtá with his fathers as a common property of the family in heaven， later， the 
sacrificer proclaims his i干(apurtabelonging to him， the individual. This process， perhaps， might 
be proceeded gradually accompanied with the change of social 抑 ucture，which includes the 
change of lifestyle from a nomadic life to a non-nomadic life and the development of sovereignty. 
Vedic embryology also seems to change from an emphasis on family continuity to an emphasis 
on the individual continuity， and it seems to form the basis of samsara， that is the theory of 
transmigration， via the embryology in pancagni-vidya， the doctrine of the five-fires. 
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